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Wileman が 記載 し た 日 本 産 の 5 種 の Aypena に つい て 


艇 SS OBB 
(156) 東京 都 世 田谷 区 赤堤 5 丁目 41 一 3 


On five species of the genus Hypena Schrank 
described by Wileman from Japan 
(Lepidoptera, Noctuidae) 


SHIGERO SUGI 


Synopsis. Four species of the genus Hypena Schrank, indicatalis Walker, occata Moore, innocua 
Wileman et West and sinuosa Wileman, all occuring in Japan, are redescribed with full illustrations 
of their seasonal, sexual and individual variations. Hypena caliginosa Wileman is sunk to H. 
indicatalis, as representing merely a darkest female form (Syn. nov). Hypena hampsonialis Wileman 
is a synonym of H. occata (Syn. nov.). Hypena furva Wileman is at present known only from the 
photograph of the holotype, which is given here together with the holotypes of four other taxa 
described by Wileman and Wileman & West. 








1957 一 59 年 ご ろ , 伊豆 半島 南部 の 大 滝 (Odaru) 温泉 で し ば し ば 灯火 採集 を 行っ て いた 際 , 多数 の トビ モン アツ バ 
と と も に , 東京 付近 で は ほとん ど 見 か け な い Hypena の 標本 が 得 ら れる こと に 気付 き , つと め て それ ら を 採集 する 
よう に し た . 1959 年 だ , 原色 昆虫 大 図鑑 ( 北 隆 館 ) の ャ ガ 科 の 部 を 執筆 し た と き に , その うら ちの 3 個体 を Hypena 
hampsonialis Wileman と し て 図示 し , オオ トビ モン アツ バ の 和 名 を 与え た の で ある が , その 後 こ の 群 の 再 検 討 を 
進め た 結果 , 私 の 処置 に は 重要 な あや まち が ある こと に 気付 いた . 日 本 産 の 万 y ヵ ezg の 解析 は すでに 私 が 触れ た よ 
うに GY, 1973), きわ め て お くれ て いる が , 本 文 で は 一 応 解 析 の 完了 し た トビ モン アツ ッ バ と それ に 近似 する 3 種 に 
つい て 報告 する . これ ら の 種 の 学名 の 決定 に 当たっ て は , Wileman (1911) お よび Wileman & West (1930) が 
日 本 か ら 記 載 し た 5 種 の 正体 を 知る こと が 必要 で あっ た が , 幸 に 井上 寛 博士 が 1973 年 に British Museum (Natural 
Hiotory) に 滞在 され た 折 , 同 館 に ある 日 本 産 y ヵ ezg の 模式 標本 を 撮影 され , 私 に 提供 し て 下さ っ た の で , KB 
で 報告 する 種 の 同定 と 異名 の 整理 に きわ め て 有益 で あっ た . Wileman の 記載 し た Hypena の うち , な お 私 に と っ 
て 未知 の 種 が 1 種 残さ れ て いる が , 本 報 で は それ を 含め て 5 種 の Hypena を 取扱 い , それ ら の 模式 標本 を 図示 し て , 
将来 この 属 を 研究 され る 方 々 の 参考 に 供し た いと 思う . 

な お , Wileman & West (1930) が Ophiuche の 属 名 の も と に 記載 し た 2 ED, 真正 Aypena に 属す る こと は 
明か で ある が , それ ら は 温帯 陸 の Hypena proboscidalis 群 に 属し , ここ に 扱う 5 種 と は 直接 の 関係 が な い うえ. 
それ ら の 解析 は きわ め て 困難 な 状態 た ある の で , 本 報 で は それ ら に つい て は 触れ な いこ と に し た . 

本 文 に 先立ち , 貴重 な 写真 を 提供 され た 井上 寛 博士 に 深く 感謝 の 意 を 表す る . その ほか 本 報 に 使用 し た 多数 の 材料 
を 恵 与 され た 東 清二 , 神保 一 義 , 岸田 泰則 , 故 小谷 知 福 , 増井 武彦 , KINI, 坂部 元 宏 , 柴田 泰 利 , 山本 義 丸 , 山 
根 爽 一 , 渡辺 徳 の 諸氏 に あつ く 御 礼 申 上 げ る と と ゃ ぁ に , 直接 標本 を 採取 され た 方 々 に も 心から 敬意 を 表す る 次 第 で あ 
5. 























Hypena に お ける 前 期 斑 紋 の 季節 的 変異 
Hypena の 周年 経過 は , 種 あ る い は 種 群 た よっ て 必ず し ゃ 一 様 で は な く , また 従来 充分 に は 調査 され て いな い . し 
DL, 日 本 の 暖 温 帯 に 分 布 す る 種 の か な り 多 く の 部 分 は , 年 2 回 (以上 ) 発生 し , 成虫 で 越冬 する こと が 確実 で ある . 
本 報 で 取扱 う 種 は , 明らか に この 型 の 周年 経過 を 示し , 1 化 の 成虫 は 通常 6 月 どろ か ら 出 現し , 以後 8 月 どろ まで の 
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間 に 得 られ る 個体 は , 斑紋 , 色調 の 変化 が 少な く , 非常 に 安定 し た 型 を 示す . 以下 本 報 で は これ ら の 型 を 夏 型 (forma 
aestivalis, 記号 fa) と 呼ぶ こと に する . これ に 対し て , 9 月 下旬 ご ろか ら 11 月 に か け て 得 ら れる 個体 で は , 斑紋 , 
色調 は すこ ぶる 変異 に 富み , 特に ? に お いて 夏 型 に 見 られ な い 顕 閉 な 斑紋 を 表す こと が ある . また 種 に よっ て は 夏 型 
より も ゃ 若干 大 き な 開 張 を 示す . 以下 , 本 報 で は これ ら の 諸 型 を 一 括 し て 越冬 型 (forma hibernalis, 記号 fh) と 呼 
S. 越冬 型 の 成虫 は 翌 礎 3 月 どろ か ら 再 び 活 動 し , 通常 4 月 まで 得 ら れる . 越冬 後 の 個体 は , 越冬 前 に 得 ら れる 個体 
に 比べ る と 色調 が 退色 し て いる こと が 多い の で , 注意 を 要する . 

Hypena に お ける この よう な 季節 的 , 性 的 な 多 型 に つい て は , これ まで ほとん と 注意 され ず , 正確 に 把握 され て い 
な か っ た た め , 多く の 無用 な 学名 が 与え られ , 種 の 同定 を いっ そう 困難 に し て いる と 考え られ る . 























Hypena indicatalis Walker 
トビ モン アツ マ バ (Fig. 2, 7-13) 


Hypena indicatalis Walker, 1858, List Spec. Lep. Ins. Brit. Mus. 16: 61. 
Hypena caliginosa Wileman, 1911, Trans. Entomol. Soc. Lond. 1911: 262. Syn. nov. 


$ の 触角 は 微 毛 状 , 夏 型 a (Fig. 7) TAMRE DIMA E COMNLISIS— Ree, 環状 紋 は 隆起 し た 黒 
falter CHAI, 外 方 に 微小 な 小 白 点 を 伴う , 外 横線 は 中 室 端 と 第 2 脈 で 外 方 に 小さ く 突 出し , 外 横 線 の 内 側 は 濃 色 
こと ぼ か され る . 腎 状 紋 は 微小 な 淡色 弧状 紋 で 表 さ れ 黒 色 影 に 包ま れる . ? (Fig. 8) は $ と 大 差 な い が , 内 横線 は 強 
く 外 方 に 斜 走 し て 第 1 脈 付近 で 外 横線 に 近接 し , 翔 表 中 央 前 縁 部 に 三角 形 の 紫 褐 色 紋 を 作る . 内 横線 の 内 側 は や や 袖 
色 を 呈す る . 越冬 型 の 6 (Fig. 9) は , 夏 型 の る は 比べ て , し ば し ば 亜 外縁 部 まで 強く 紫 褐 色 を 帯び る . Q で は 斑紋 
は きわ め て 鮮明 で , BIRLA BREAREL, 半 表 中 央 の 三角 紋 を 明瞭 に 表す (Fig. 11.12). 本 種 で は , 全 型 を 
通じ て 次 頂部 前 縁 に ある 半月 状 の 淡色 部 と その 下 半 を 包む 暗色 影 は 顕 閉 で あっ て , 種 の よい 識別 点 と な る . 

開 張り は 夏 型 で は 8⑧ 21-27.5mm, 21-24.5mm, 越 科 型 で は 826-29mm, 225-26mm, 一 般 に 8 は より も ゃ 
大 きく , 越冬 型 は 夏 型 より も 大 きい . 

分 布 . 次 の 標本 を 調査 し た . 

Honshu. Takaosan (高尾 山 ), Tokyo, 22, 22. viii. 1950, 2. ix. 1951, fa (S. Sugi) ; 29, 1l. x. 
1952, fh (K. Ishizuka). Odaru spa (大 滝 温泉 ), Shizuoka Pref., 13679, 2-4. viii. 1957, 24. viii. 1958, 
13-14. vi. 1959, 26. vii. 1959, fa (S. Sugi); 7629, 21-22. iii. 1958, fh (S. Sugi). 

Shikoku. Daisenzan (大 川 山 ), Kagawa Pref., 39, 4. x. 1975, fh (T. Masui). 

Kyushu. Shiiba (椎葉 村 ), Miyazaki Pref., 12, spring 1973, fh (S. Koga). 

Amami-Oshima I. Yuwandake (B®), 18, 11. viii. 1961, fa (A. Kawazoe). 

Okinawa I. Shuri ( 首 里 ), 19, 21. iv. 1960, fh (S.Higashihirachi). Koza (24), 19, 18. v. 1961, 
fa (S. Higashihirachi). 

Miyako I. 19, 9. iii. 1964, fh (Taira). 

Taiwan. Ulai ($3) 19, 5. ix. 1968, fa (M.Saikawa). Wushe (tt), 18, 26. vii. 1974, fa CY. 
Kishida). Fenchihu (奮起 湖 ), 19, 25. viii. 1968, fa (M. Saikawa). Kuantaochi ( 関 刀 渓 ), 26, 9-11. viii. 
1972, fa (S. Yamane). 

本 種 は 関東 南部 以西 に 分 布 し , 琉球 列島 に 及 ん で いる が , 八重 山 諸島 か ら は 未知 で ある ? . 

食 草 .、 イラクサ 科 の カラ ムシ が 記録 され て いる (山本 , 1965). 

本 種 の 同定 に は 特に 問題 は な い . 本 種 の 越 科 型 の @ は か っ て Hypena triangularis Moore モン クロ アツ バ と し 
て 図示 され た が (緒方 , 1958), これ は 正しく な く , triangularis と いう 名 を 本 種 の 越冬 型 を 表す 型 名 と し て 用 いる 
こと も ゃ できない. 本 種 の 越冬 型 に は 前 下 郊 表 が 一 様 に 黒褐色 を 呈す る 標本 が 得 ら れ て いる が (Fig. 13), 神戸 市 で 3 

























































































1) 以下 特記 し な い 限り , すべ て 日 本 本 土産 の 数 値 を 示し , 離島 の 標本 を 除外 し て ある . 一 般 に 離島 の 個体 は 小型 で 
ある . 
2) 八重 山 諸島 に は , 本 種 と 斑紋 の 類似 する 別 の 小型 種 が 分 布 し て いる の で 注意 を 要する . 
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月 に 得 ら れ た “6” 22) を type と する Hypena caliginosa Wileman (Fig.2) は 本 種 の この よ うな 一 型 を 代表 
する も の で あり , ここ に indicatalis の 異名 に 指定 し て お く . 杉 (1959) が 原色 図 を 示し た indicatalis の 標本 中 . 
f. 23b は 本 報 文 の Fig. 12 に , f. 23c は 同じ く Fig. 13 に 図示 し た も の と 同一 の 標本 で ある . 





Hypena occata Moore 
オオ トビ モン アツ ベベ (Fig. 1, 14-17) 


Hypena occatus Moore, 1882, Descr. Ind. Lep. Coll. Atkinson (2) : 191. 
liypena hampsonialis Wileman, 1911, Trans. Entomol. Soc. Lond. 1911 : 261. Syn. nov. 


S の 触角 は 前 種 と 同じ く 微 毛 状 . BUENO FT COPAHICBAL, 第 4 脈 付 近 で や や 角 ば る 点 で 前 種 と 異 
な る . BÆ (Fig. 14, 15) で は る PE LATA IRE, 環状 紋 は 微小 で , 前 種 ほど 明瞭 で な い . 外 横線 の 形状 
は 前 種 と ほぼ 同様 で も る が , その 内 側 は 全長 に わた っ て 帯状 の 暗色 部 に ふち どら れる . 腎 状 絞 は 微小 な 小 自 点 で 表 さ 
れ , 周囲 は 暗色 に ぼ ば か され る . MATHS 6 室 に ある 黒色 斑 は 要 形 を 呈し , 時 た 第 5 室内 の 長方形 の 黒色 斑 と 連なり , 
本 種 の よい 識別 点 と な る . 越冬 型 で は 夏 型 と 大 差 な い 個体 (Fig. 16) も ある が , Met Lie し ば 紫 褐 色 な いし 
青 灰色 を 帯び , 外 横線 外 方 を を ち ど る 帯状 の 暗色 部 が 不明 隊 と な り , また 移 頂 下方 第 6, 5 室内 の 黒色 斑 の 発達 が わ 
る いな どの 変異 を 生ずる (Fig. 17), 8 @ の 差 は 特認 め ら れ な い . 

開 張 は 夏 型 で 825-26mm, 22-24mm, 越冬 型 で は る ゃ と も 約 26mm で あっ た が , 前 種 同様 8 る は? より も 若干 大 
きい . 

分 布 . 次 の 標本 を 調査 し た . 

Honshu. Takaosan (高尾 山 ), Tokyo, 13, 11. x. 1952, fh (K. Ishizuka). Odaru spa (大 滝 温泉 ), Shizu- 
oka Pref., 5859, 2-4. viii. 1957, 8. vi. 1958, 24. viii. 1958, 13-14. vi. 1959, 22. viii. 1959, 25. vi. 
1960, fa S. (Sugi); 18, 2-4. v. 1959, fh (S.Sugi). Ikeda (池田 市 ), Osaka Pref., 2619, reared, 5- 
10. ix. 1960, fa (Y. Yamamoto). Takefu (武生 市 ), Fukui Pref., 19, 26. x. 1960, fh (H. Fukuda). 

fhikoku. Sameura (早明浦 ), Tosa-mura, Kochi Pref., 19, 31. vii. 1968, fa (T.Kodani); 1819, 
10. xi. 1968, 12. x. 1968, fh (T. Kodani). 

Kyushu. Kirishima spa (霧島 温泉 ), 19, 25. viii. 1960, fa (Y. Takemura). 

Amami-Oshima I. Sumiyogawa Power Plant ( 住 用 川 発電 所 ), 29, 28. iii. 1968, fh (N. Minagawa). 

Hachijo I. Okawa Power Plant (大 川 発電 所 ), 19, 13. iv. 1961, fh (S. Tanaka). 

Taiwan. Wushe (#ét), 18, 30. vii. 1971, fa CY. Shibata). 

本 種 は 関東 南部 以西 に ひろ く 分 布 す る も の と 思わ れる . た だ し 琉球 列島 に お ける 産 否 は 定か で な い . 

食 草 . 山本 (1965) に よれ ば , 前 種 同様 イラ クサ 科 の カラ ムシ で 幼虫 が 見 出さ れ て お り , し ば し ば 2 種 が 混 棲 する 
こと が ある と いう . イン ド で $ る 同属 の 植物 が 報告 され て いる (Gardner, 1946), 

fi occata Moore は アッ サム の Khasia Hill か ら 記 載 さ れ た も の で , この 名 が 日 本 の 標本 に 用 いら れる の は 本 報 
が 最初 で ある . Wileman (1911) が 奈良 県 吉野 の 1$ に 基づい て 記載 し た Hypena hampsonialis Wileman の 模 
式 標本 (Fig. 1) は 明か に 本 種 の 一 型 で あり , 本 報 で その 異名 と し て 扱っ た . 

杉 (1959) が Hypena hampsonialis Wileman オオ トビ モン アッ バ と し て 原色 図 を 示し た 3 個 の 標本 の うち , 
f. 24b の み が 本 種 で も っ て , 同じ 標本 を 本 報 文 の Fig. 17 に 示し た . 他 の 2 個体 は 次 種 を 混同 し た も の で ある . 私 
が 名 づけ た 和 名 オオ トビ モン アッ ツバ は , その 後山 本 (1965) に よっ て 成虫 , 幼虫 の 原色 写真 と と も に 本 種 に 対し て 用 
いら れ て いる の で , この 名 を 種 occata の 和 名 と し て 残し , 次 種 に 対し て 新 名 を 与え る こと に し た い . 












































































































































Hypena innocua Wileman et West 
ウス チャ モン アツ バ ( 新 称 ) (Fig. 4, 5, 18-22) 


Hypena innocua Wileman et West, 1930, Entomologist (Lond.), 63 : 63. 

8 の 触角 に は か な り 長 い 毛 束 を 生じ , その 長 さ は 触角 基 半 部 で は その 直径 より ぁゃ は る か に 長い 点 で , 前 2 種 と は 明 
PRICK ASS, MADDE occata と ほぼ 同様 , 外 横線 の 形状 も occata と ほとん ど 差 暴 が な い . BHO 6 (Fig. 
18) で は 前 次 は 淡い 灰 褐色 , 基部 か ら 外 横線 まで の 間 は ほ ( ま 一 様 に 赤褐色 を 帯び る . 環状 紋 は 隆起 し た 黒色 鱗片 で 表 
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され 外 方 に 微小 な 白 点 を 伴う . 外 横 線 の 内 側 は 暗色 に ふち どら れる こと な く , 腎 状 紋 は 微小 な 淡色 影 で 表 さ れ , AA 
を 暗色 に 縁 ど られ る が , し ば し ば 不明 瞭 で ある . 交 頂 の 淡色 部 は あま り ピ 明瞭 で な い が , TOTEI 6 室 に 発 す 
る 斜 条 で 区 切ら れる . 夏 型 の * に つい て は 標本 が 不 充 分 で 記述 し が た い が , 前 2 種 の 例 か ら 推 定 す る と $ と 大 差 な い 
も の と 思わ れる . 越冬 型 で は , 夏 型 と 大 差 な い 個体 も ああ る が , し ば し ば 前 次 は 淡色 で , 環 ・ 腎 状 紋 の 黒色 斑 や 亜 外 緑 
部 の 黒点 列 は 顕著 に 現れ (Fig. 19, 20), ある い は 前 贅 基 部 , 亜 外 級 部 に 強く 較 色 鱗片 を 混 ず る (Fig. 21). 一 般 に 
越 科 型 で は 外縁 部 第 6 BOR PRBS CHT, 本 種 の よい 識別 点 と な る . 越冬 型 の ? (Fig. 22) で は , WR 
中 央 に , A, 外 横線 で 囲ま れる 三角 形 の 暗色 斑 を 表わす 個体 が ある . 

開 張 は 夏 型 で は $ 24-28mm, 225mm, 越冬 型 で は る と も 27mm で あっ た が , 私 の 手もと に は ゞ の 標本 が 不 充 
分 で 材料 の 性 比 が 不 均衡 と な っ て いる の で 雌雄 の 大 き さ の 差異 は 定か で な い . 

分 布 . 次 の 標本 を 調査 する こと が で きた . 

Honshu. Odaru spa (大 滝 温泉 ), Shizuoka Pref., 86, 2-4. viii. 1957, 13-14. vi. 1959, 4. vii. 1959, 
8. viii. 1962, fa (S. Sugi). Omiya (大 宮 町 ), Mie Pref., 18, 30. vi. 1956, fa (M.Sakabe). Hirakura ( 平 倉 
演習 林 ), Mie Pref., 19, 26. vi. 1960, fa (C.Okawa). Futamata, Mt. Odaigahara (AG7 BRUTE), 
Mie Pref., 16, 26. vi. 1960, fa (T.Matoba & H. Ichihashi). 

Shikoku. Daisenzan (大 川 山 ), Kagawa Pref., 16, 4. x. 1975, fh (T.Masui). Hiratani (平谷 ), 
Naka-machi, Tokushima Pref., 1819, 10. xi. 1966, 25. iii. 1967, fk (T.Kodani). Sameura (早明浦 ), 
Tosa-mura, Kochi Pref., 18, 22. xi. 1969, fh (T.Kodani). 

Amami- Oshima I. Nishinakama ( 西 仲間 ), 192, 8. vii. 1960, fa (Kikuchi). Yuwan ( 湯 湾 ), 16, 
14. vii. 1961, fa (A. Kawazoe). Sataikuma (42X88), 18, 23. iii. 1968, fh (N. Minagawa). 

Okinawa I. Koza (コザ ), 18, 25. viii. 1962, fa (S. Higashihirachi). 

Ishigaki I. Mt. Banna (バン ナ 岳 ), 16, 27-31. x. 1963 (Y. Hirashima & G. A. Samuelson). 

食 草 . 本 種 に つい て は 未知 で ある. た だ し イン ドド で は 後述 する HAypena triangularis Moore の 食 草 と し て イラ 
クサ 科 カ ラム シ 属 の 植物 が 記録 され て いる . 

















Hypena innocua Wileman et West は , 奈良 県 吉野 の る を holotype と し , 神戸 市 , 徳島 県 CPN 古 見 , 
熊本 県 〔 砥 用 町 〕 早 楠 お よび 宮崎 県 高鍋 産 の 4 $ を paratype と し て 記載 され た も の で , holotype (Fig. 4) は 本 種 
の 越冬 型 の 個体 で ある . Wileman & West (1930) は , innocua が も っ と も る H. triangularis Moore, 1882, Descr. 
Ind. Lep. Coll. Atkinson, (2) : 191, に 近 縁 で や る と 記し て お り , Wileman (1911) 自身 は 徳島 県 二見, 熊本 県 
(ABET) 馬見 原 お よび 宮崎 県 高鍋 の 標本 に よっ て triangularis を 日 本 か ら 記 録 し て いる . し か し 現在 の 私 の 知見 
で は , 日 本 に triangularis} innocua の 2 種 が 分 布 す る と は 考え られ ず , Wileman が triangularis と し た も 
の は innocua の 越冬 型 の ゃ の 一 部 で ある と 推定 する . また triangularis は , アッ サム の Khasia Hill か ら 記 載 
され た も の で , Hampson (1896) は それ を occgfg の 一 型 で ある と 記し て いる が , occata に は その よう な 型 を 生 ず 
る こと は な いと 思わ れる . 

私 の 推定 で は , triangularis と innocua と が 同一 種 の 2 型 を 代表 し て いる 可能 人 性 も 残さ れ て お り , その 場合 に は 
本 種 の 種 名 と し て triangularis が 有効 と な る が , な お 当分 の 間 本 種 を ocg@g と し て 扱っ て お く こ と が 適切 で あ 
ろう 。 

杉 (1959) が H. hampsonialis Wileman と し て 示し た 原色 図 の うち , f. 24a(* ) BLO f. 24c (6) は , 
本 種 で も あっ て , どちら ゃ 越冬 後 の や や 退色 し た 個体 で ある . 同じ 標本 を 本 報 の Fig. 22 お よび Fig. 20 と し て 掲げ 
だ. 











Hypena sinuosa Wileman 


フタ コブ スジ アツ ベ バ ( 新 称 ) (Fig. 3, 23-27) 


Hypena sinuosa Wileman, 1911, Trans. Entomol. Soc. Lond., 1911 : 263. 


$ 触角 に は 長い 毛 束 を 生じ , ほぼ innocua と 同様 で ある . BUI IKE LURE, 基部 か ら 外 横線 まで 
の 間 は いっ そう 濃 色 で ある . 外 横線 は 中 室 端 と 第 2 脈 付近 で 外 方 に 大 きく 張 出し て お り , その 部 分 で は 内 側 に 暗色 影 
を 表す こと が 多い (Fig.25, 26). 環状 紋 は や や 隆起 し た 黒色 鱗片 と よっ て 表 さ れ , 外側 に 微小 な 淡色 点 を 伴う . BARK 








NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


1976 ite & ig TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 27, No. 4 147 
i 
紋 は 認め られ な い . 

現在 私 の 手 $ と に 材料 が 少な く , FORMA SIMIC RL COS, 季節 的 , 性 的 な 差異 を 把握 し が た い . 3 
月 に 得 ら れ た 石垣 島 産 の 2 ? は や や 小さ く <, 赤褐色 を 帯び , その 19 (Fig. 27) で は 亜 外縁 部 に 顕著 な 2 列 の 黒 紋 
列 を 連ね て いる . 

開 張 は 所 検 の 全 標本 に 対し , 626mm, 25-26mm で あっ た . 

分 布 . 次 の 標本 を 調査 した. 

Yakushima I. Miyanoura (宮之浦 ), 16, 25. ix. 1971 (T. Watanabe). 

Tanegashima I. Nishinoomote (西之表 ), 19, 2. vi. 1960 (S. Asahina)®. 

Tshigaki I. Mt. Omoto (4 £ + #8), 1829, 28. iii. 1964 (I. Kishida & T. Nagano). 

Taiwan. Nenkaoshan ( 能 高 山 ), 16, v. 1969 (ex Y.I. Chu). Wushe (#€#t) 1819, 21-24. viii. 1974 
CY. Shibata). 

RE 本 種 に つい て は まっ た く 未 知 で ある . 

本 種 は 1895 年 7 月 に 鹿児島 で 得 ら れ た 18 を type と し て 記載 され た も の で Wileman (1911) は その ほか に 鹿 児 
島 県 枕崎 産 の 181% を 見 て いる . その 後 本 種 は まっ た く 記 録 さ れ た と と が な い が , 田中 ・ 登 日 (1972) が Hypena 
sp. と し て 図示 し た 屋久 島 産 の 18 は 明か に 本 種 で ある . 日 本 本 土産 の 標本 は 私 に は 未知 で も ある が , 上 掲 の よう に 屋 
久 島 , 種子 島 , ABS, 台湾 か ら 標 本 が 得 ら れ て いる . 











Hypena furva Wileman 
(Fig. 6) 


Hypena furva Wileman, 1911, Trans. Entomol. Soc. Lond., 1911 : 262, pl. 31:17. 

本 種 は 前 種 と 同様 , 1895 年 7 月 に 鹿児島 で 得 ら れ た 18 を type と し て 記載 され た も の で ある が , その 後 ま っ た く 
記録 され た こと が な く , 私 の 手もと に る 該当 する 標本 が な い . 外見 は 一 応 前 種 に 似 て いる が 外 横 線 は 明瞭 に 直線 状 を 
呈し て いる . 

本 種 に つい て は 模式 標本 の 写真 を 掲げ びる に と ど め , 将来 追加 標本 の 得 ら れる こと を 期待 し た い . 従っ て 和 名 も 与え 
な いこ と に し た た. 
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Fig. 1—6. Type specimens of Hypena spp. described by Wileman from Japan. 1: Hypena 
hampsonialis Wileman, 1911, holotype 6. 2: Hypena caliginosa, Wileman, 1911, 
holotype “6”. 3: Hypena sinuosa Wileman, 1911, holotype 6. 4 : Hypena innocua Wileman 
et West, 1930, holotype 6. 5: ditto, paratype 3. 6: Hypena furva Wileman, 1911, 
holotype 6. All preserved in the British Museum (Natural History) collection, London. 
Photographs by Dr. H. Inoue. 


- Fig.7 一 27. Hypena spp. from Japan. 

7—13: Hypena indicatalis Walker. 7.6, fa. Odaru spa, Honshu; 8. 92, fa.Odaru spa, 
Honshu; 9. &,fh. Odaru spa, Honshu; 10. @, fh. Shiiba, Kyushu; 11. ¢, fh. Odaru 
spa, Honshu; 12. @, fh. Takaosan, Honshu; 13. 9, fh. (=caliginosa Wileman) Takao- 
san, Honshu. 14 一 17 : Hypena occata Moore. 14. 8, fa. Odaru spa, Honshu; 15. 6, fa. 
Odaru spa, Honshu. 16. 3, fh. Sameura, Shikoku; 17. Q, fh. Takaosan, Honshu. 
18—22 : Hypena innocua Wileman et West. 18. 3, fa. Odaru spa, Honshu; 19. 6, fh. 
Odaru spa, Honshu; 20. 8, fh. Odaru spa, Honshu: 21. 6, fh. Hiratani, Shikoku ; 
22. 9, fh. Odaru spa, Honshu. 23—27 : Hypena sinuosa Wileman. 23. 6, Yakushima 
I. ; 24. 9, Near Wushe, Taiwan; 25. 2, Tanegashima I. ; 26. 6, Ishigaki I.; 27. 9, 
Ishigaki I. The letter fa and fh denote aestival and hibernal forms respectively. 
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Summary 


The genus Hypena Schrank, a large homogeneous group of the world-wide distribution, contains 
a number of species of subtropical origin. Most of these species appear to show considerable 
variations in forewing pattern subject to seasonal conditions. Four species dealt with in this paper 
fall into this category ; the moths appearing in June to August are much stable in pattern with scarce 
difference between the sexes, but those in autumn are more or less variable than the summer form 
especially in the female. The latter often looks much faded after overwintering. Correct identi- 
fication to the difficult complexes of this genus would be secured by giving light on these points 
of view. 

Hypena indicatalis Walker, 1858 

= Hypena caliginosa Wileman, 1911. Syn. nov. 

The female has the antemedian line oblique to before postmedian line and acutely angled at vein 
1, which in the hibernal form markedly defined with pale to form a large median triangular patch 
(Fig. 11,12). In my collection there is a darkest female specimen (Fig. 13) fairly agreeing with the 
holotype of caliginosa Wileman (Fig. 2). This rare form is to appear in the hibernal generation. 
Caliginosa Wileman is a synonym of indicatalis. Common in the southern coastal to south-western 
regions of Japan. Larva feeds on Boehmeria. 

Hypena occata Moore, 1882 

=Hypena hampsonialis Wileman, 1911. Syn. nov. 

The ground colour of forewing varies in the hibernal form from pale ochreous yellow to dark 
bluish grey; the blackish mark below apex in cellules 5 and 6 are often reduced or vestigial (Fig. 
16,17). Common in the southern coastal to south-western regions of Japan. Larva also feeds on 
Boehmeria, frequently found mixed with that of the preceding species (Yamamoto, 1965). 

Hypena innocua Wileman et West, 1930. 

The male antenna bears ciliation much longer than the two preceding species; the shape of 
forewing is almost similar to occata. In the hibernal form the black dots in and at end of cell more 
prominent; the subterminal series of blackish dots and dark oblique stria below apex in cellule 6 
are clearly marked (Fig. 18,19). In one male (Fig. 21) the forewing is strongly irrorated with 
fuscous, and another female (Fig.22) has a large medial triangular patch. This last appears to be 
the same as described as Hypena triangularis Moore, 1882, from Khasia Hill and then it take 
precedence to innocua Wileman et West, but I am premature to conclude this synonymy. Not 
uncommon in nearly same region of Japan as occata. Lavra unknown. 

Hypena sinuosa Wileman, 1911. 

The male antenna is as in the preceding species. In this species the sinuous postmedian line is 
distinctive. The dark shade before it is variable, often reduced into two spots at end of cell and at 
vein 2 (Fig.26) or completely obsolete (Fig. 23,24). Wileman's type series are from Kagoshima, 
Kyushu, but the materials I have examined come from Yakushima I., Tanegashima I., Ishigaki I. and 
Taiwan. Two overwintering females collected on Ishigaki I. are markedly tinged with red brown, 
one of which is ornamented with double irregular series of dots before subterminal line of forewing 
(Fig. 27). Larva unknown. 

Hypena furva Wileman, 1911. 

This species is not represented in my and other available collections. The holotype specimen 
(Fig. 6) is a male collected at Kagoshima. 
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